
船舶事故等調査報告書 

平成２２年８月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第８０号 

事故等種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２１年１２月２５日 ０１時３０分ごろ 

発生場所 兵庫県新温泉町諸寄港 諸寄港日和山灯台から真方位０１８°３６０ｍ付

近 

（概位 北緯３５°３７.６′ 東経１３４°２５.８′） 

事故等調査の経過  平成２２年５月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等

漁船 海
かい

王
おう

丸、５４トン 

 １１９７４７、有限会社熊本水産 

 乗組員等に関する情報 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首右舷外板に破口 

 事故等の経過  本船は、船長ほか７人が乗り組み、船首約０.９ｍ、船尾約３.０ｍの喫

水をもって、南南東の針路及び約８.５ノットの対地速力で諸寄港沖を航行

中、船長が居眠りに陥り、平成２１年１２月２５日０１時３０分ごろ、諸

寄港の消波ブロックに船首右舷外板が衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし 

海象：波 なし、潮汐 ほぼ低潮時 

あり 分析 乗組員等の関与 

なし 船体・機関等の関与 

なし 気象・海象の関与 

 本船は、諸寄港沖を航行中、船橋当直中の船長

が居眠りに陥ったため、消波ブロックに衝突した

ものと考えられる。 

判明した事項の解析 

 船長は、２昼夜続けての操業の疲れから、居眠

りに陥った可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が諸寄港沖を航行中、船橋当直中の船長が居眠り

に陥ったため、消波ブロックに向かって航行し、消波ブロックに衝突した

ことにより発生したものと考えられる。 

備考  船長は、本事故後、再発防止策として、船橋当直を２人にすることとし

た。 

 

 




